
食育だより１１月号 
 

立冬も過ぎ、暦の上では冬ですが、なかなか寒くならない今年はもう少し秋を楽しみたいところです

ね。日中と夜の気温差が大きくなるこの時期は、体調を崩しやすい時でもあります。生活リズムを整え、

いつも以上に体調管理に気を配って過ごしましょう。 

 

１１月２３日は「勤労感謝の日」です。わたしたちの食事は、食料を生産する人を

はじめ、多くの人の苦労や努力によって支えられています。この機会に、｢ありがとう｣

の気持ちを伝えてみませんか。 

 

 

食事の前後のあいさつには、食べ物の命をいただくことや、食事をつく

るためにかかわった人たちへの感謝の気持ちが込められています。給食の

時間だけでなく、家庭や外食の時にも心を込めてあいさつをしましょう。 

 

感謝を込めて残さず食べよう！ 
“食べる”ということは、多くの人に支えられ、食べ物の命をいた

だくことで成り立っています。食べ物を残すのは、命を粗末にしてい

ることにつながります。自分の食べられる量を考え、残さず食べるよ

うにしましょう。 
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地産地消とは…『地域で生産された食べ物をその地域で消費すること』です。 

１１月１８～２４日は「学校給食における地場産物使用推進週間」です。この期間はいつも以上に学

校給食でも地産地消を意識し、地場産物を多く取り入れたメニューとなっております。給食と一緒に地

産地消について学んでいきましょう！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆｢まるごと長崎県産メニュー｣を実施しました☆ 
 

 

 

 

 

 

 

＜文責＞ 

第一調理場 時津北小所属 栄養教諭 田中 浩美 

             栄養教諭 平山有里子 

第二調理場 鳴北中所属  栄養教諭 今崎 奈稚 

この日の給食は、調味料以外 

全て長崎県産の食材を 
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地域のためにできることを、続けていきたいですね。 


